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1. 調査の目的 
ウイルス性肝炎は国民の健康に関する重要な問題であり、現在我が国では肝

炎対策基本指針に基づき、①肝疾患治療の促進、②肝炎ウイルス検査と重症化予
防の推進、③地域における肝疾患診療連携体制の強化、④国民に対する正しい知
識の普及、⑤研究の推進、を 5 本柱として、総合的な肝炎対策がなされている。   

2016 年、肝炎対策基本指針の見直しが行われた。同指針では、肝炎ウイルス
検査の受検、肝炎ウイルス陽性者の受診・受療、専門医療機関・肝炎診療連携拠
点病院等（以下、拠点病院）による適切かつ良質な肝炎医療の提供というスキー
ムの中で、肝硬変又は肝がんへの移行者を減らすことが目標と設定されている。
肝炎対策を推進していくためには、肝炎対策に関わる実施主体（都道府県、拠点
病院等）が達成目標を設定し、それを目指して関連機関が協力する体制が必要で
ある。これまでは各実施主体が地域の実状等を踏まえて、独自に事業目標（事業
指標）を設定していた。しかし上記スキームの実施現状調査によると、受検率、
肝炎ウイルス陽性者のフォローアップ、肝炎医療コーディネーターの養成と適
正配置など、十分ではない課題が指摘されている。 
肝炎ウイルス陽性者のうち非肝臓専門医に受診した患者が、そのまま専門医療
機関、拠点病院へ紹介されず経過観察されている事例もある。各自治体において
病診連携を推進し、適切で良質な医療が提供できる体制を構築する必要がある。
また肝臓専門医の偏在、医療機関での診療格差、自治体間で医療体制格差も存在
しており、「良質な肝炎診療」を評価する指標も必要である。肝炎政策の達成目
標を肝硬変への移行者の減少に設定する場合、複数年の病状変化を再現性良く
診断する指標が必要であるが、現在臨床で使用されている線維化指標（FIB-4 な
ど）の妥当性の評価や新規指標の探索なども必要である。 
本研究班では、肝硬変、肝がんへの移行者の減少に資することを目指し、各事
業、医療実施主体別に事業実施、医療提供の程度と質を評価する指標を作成した。
今回、都道府県事業調査、拠点病院事業調査、肝炎医療調査に関して、作成した
指標の達成度を調査し、指標の妥当性、有用性を検証することを目的とした。 
本研究により、肝炎患者等支援対策事業（主体：国、自治体）、肝炎情報セン
ター戦略的強化事業（主体：肝炎情報センター、拠点病院）における事業と肝炎
医療の評価指標が設定される。各事業主体で指標が事業計画書に盛り込まれ運
用されることにより、事業改善のための課題の抽出が可能となる。各実施主体が
課題の改善に取り組むことで、肝炎総合政策の推進が期待される。 



2. 調査の方法 
2-1 調査対象 
全国の肝疾患連携拠点病院（以下、拠点病院）を対象とした。 
1）肝炎医療指標：平成 30 年度時点で拠点病院に指定されている 71 施設 
2）拠点病院事業指標：平成 29 年度時点で拠点病院に指定されている 70 施設 
 
2-2 指標作成の経緯 
指標の作成にあたり、まず「指標」の考え方の整理を行った。 
「指標（分子/分母）」とは、事業改善のための目印として利用される数値表現
であり、「プロセス」と「アウトカム」を扱う量的なツールとした。また、各指
標に 3 段階の重み付け（達成される必要度の高低から、重要指標、標準指標、
参考指標とする）を加えた。 
以上の整理に基づき、研究班（資料）では肝炎医療指標、自治体事業指標、
拠点病院事業指標を作成した。具体的には、指標を構成する分子と分母を規定
した。指標の妥当性・有用性の評価は外部評価委員も加わった指標検討会議に
て実施した。コンセンサスの形成にはデルファイ変法を用いた（指標作成のプ
ロセス）。 





指標作成の根拠（肝炎治療ガイドライン、厚生労働省通知等）、調査可能性
（肝炎医療に関する保険収載の有無、調査担当部署区分等）なども検討し、平
成 29 年度作成・平成 30 年度運用（調査）指標として、肝炎医療 32 指標、自
治体事業 26 指標、拠点病院事業 21 指標を確定した（指標抄）。 
 
2-3 調査方法 
拠点病院担当者へ電子メールにて調査票（アンケート記入方式）を送付し、回
答後は電子メールによる調査票の返送を依頼した。 
1）肝炎医療指標： 

平成 30 年 4 月 1 日から 9 月 30 日に受診した肝疾患患者について、診察医
の診療方針を調査した。対象となる診察医は、主な診療担当医より各施設
で選定することとした。 

2）拠点病院事業指標： 
拠点病院現状調査と併せて、平成 29 年度実績について平成 30 年 6-7 月に
調査を行った。 

 
2-4 調査内容（指標案項目については 2-6「指標案項目一覧」参照） 
「重要」、「標準」、「参考」の重み付けを行った指標について、数値での回答を
求めた。 
1) 肝炎医療指標： 

「肝炎・肝硬変全般」、「C 型肝炎」、「B 型肝炎」、「肝硬変」、「肝炎制度」
の 5 つに大別される計 32 指標について数値記述および選択式での回答を求
めた。 

2）拠点病院事業指標： 
「事業系」、「研修系」、「その他」の 3 つに大別される計 21 指標について数
値記述および選択式での回答を求めた。 

 
2-5 分析方法 
各指標項目について全国およびブロック別の指標値を算出し一覧を作成した。
また指標値による施設分布を散布図にて、拠点病院事業指標における事業バラ
ンスをレーダーチャートにて示した。これらはいずれも Microsoft 社 Excel 
(Ver.16.15)にて作成した。 
また統計学的解析および標準化スコアの算出は、IBM SPSS Statistics Version 
25®を用いて行った。 














